
 

 

 

 

 

 

 19国民春闘賃上げ第6回集計  

単純平均 5,439 円・1.98%、加重 6,001 円・2.03% 

＜回答状況＞ 

 2019年 2018年（同期） 

登録組合数 796      818      

回答引き出し組合数 372（46.7％） 437（53.4％） 

うち金額・率の回答 294      308       

うち「定昇確保」など 
言葉による回答 88  129      

うち上積み獲得 80（21.5%） 77（17.6%） 

うち妥結組合数 137（36.8%） 131（30.0%） 

＜回答内容＞ 

集計方法＆対象 2019年 2018年（同期） （同期比） 

単純平均 
額（円） 5,439  5,508  －69 

率（％） 1.98   1.99  －0.01 

加重平均 

額（円） 6,001  6,196  －195 

率（％）  2.03   2.0.9  －0.06 

組合員数 72,629  77,286   

＜前年実績との比較が可能な組合における回答状況（金額での比較）＞ 

前年比較可能な組合数 うち前年実績以上 （前年超） （同 額） 

264 152（57.6％） 109 43 

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 金額・率 前年実績 （前年比） 

単純平均 
額（円） 264 5,473  5,595  －122 

率（％） 213  1.98  1.98  ±0 

※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

※「定昇確保」など言葉による回答は計算から除いています。 
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2019年 5月 13日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 5月10日、第6回目の

賃金改定集計を行い、19単産・部会から報告が寄せられました。 



＜集計結果の概要＞ 

回答引出し・妥結状況 

 5月 10日の第 6回集計には、19単産・部会から報告が寄せられました（前年同期 2018年 5月 6

日現在・21単産・部会）。第 4回集計（4/9）から新たに合同繊維労組、検数労連、金融労連、映演労

連の 4単産から回答が寄せられました。 

 登録 796組合のうち、回答を引き出したのは 372組合・46.7％で、回答引出し率は前年同期（53.4％）

からマイナス 6.7㌽となっています。また、「定昇確保」などの言葉による回答を得た組合が 129組

合で、金額・率などが明らかになっている有額回答を得た組合は 294組合となっています。また、回

答引出し組合の 21.5 %（前年同期 17.6%）にあたる 80組合が２次回答以上と上積み回答を引き出し

ています。なお、137組合が妥結となっています（妥結率 36.8％）。春闘後半での回答引き出し組合

での集約の遅れが生じています。 

 

回答内容 

 有額回答を引き出した 294組合での単純平均（一組合あたりの平均）は 5,439円・1.98%で、前年

同期比 61円減・－0.01㌽となっています。加重平均（組合員一人あたりの平均）は 6,001円・2.03

前年同期比 195円減・－0.06㌽となっています（額のみ・率のみの回答の組合があるため額・率は

連動せず）。 

 また、同一組合での対比が可能な 264組合の単純平均額の結果を前年実績と比べると、今期は 5,473

円で、前年実績を 122円下回っています。また、前年実績以上の回答を引き出せた組合は 152組合

（57.6%）です。賃上げ率では 213組合の単純平均で、今期は 1.98%と前年と同率となっています。 

全体としては、前年同期を下回っており、厳しい状況が続いていると言わざるを得ません。 

  

非正規で働くなかまの賃上げ状況 

非正規で働く仲間の賃上げ状況については、建交労、JMITU、化学一般労連、生協労連、全印総

連、民放労連、出版労連、日本医労連、福祉保育労、特殊法人労連、地方マスコミの 11単産 173組

合から 360件の成果獲得の報告が寄せられています。 

時給制労働者では、250件の獲得報告が寄せられています。そのうち引き上げ額がわかっている 160

件の単純平均は 21.5円となっています。率では、62件平均で 1.94%となっています。前年実績との

比較可能組合では、70件の単純平均で 19.1円で前年実績を 0.3円上回っています。 

月給制では、建交労、JMITU、郵政ユニオン、生協労連、全印総連連、出版労連、日本医労連、

地方マスコミから 49件の獲得報告が寄せられています。引き上げ額では、35件の単純平均で 4,087

円の回答となっています。前年実績との比較可能組合では、20件の単純平均で 2,437円で前年実績

を 226円下回っています。 

再雇用者の賃上げ状況については、時給制 29件、月給制 29件の獲得報告となっています。引き上

げ額では時給制で 15件 21.1円、月給制で 12件 3,847円となっています。 

 

 

 



企業内最低賃金改定状況 

 企業内最賃協定の獲得状況では、建交労、JMITU、化学一般労連、生協労連、民放労連、出版労連、

日本医労連の 7単産 70組合から 133件の獲得報告が寄せられています。 

 

 

 

＜参考＞他団体の賃金改定状況 

●連合の第 5回回答集計（平均賃上げ方式・5月 10日公表）は以下のとおりです。 

※中小共闘は、規模 300人未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計対象 
集計組合 単純平均 加重平均 

組合数 人数(万) 金額 率 昨年 率 金額 率 昨年 率 

全組合 3,715 245.7 4,932 1.93 4,869 1.96 6,217 2.10 6,061 2.09 

中小共闘  2,543 25.6 4,576 1.93 4,495 1.92 4,925 1.99 4,942 2.02 

かちとろう 大幅賃金引き上げ、8時間働いて人間らしく暮らせる社会 
とめよう  安倍 9条改憲、消費税増税 

職場と地域からの共同のたたかいで、未来を切り拓こう 
 


